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豊岡市山王町１１番２８号
ＴＥＬ ２２‐３８６２　ＦＡＸ ２４‐２９５６
豊岡納税貯蓄組合連合会
公益社団法人  豊岡納税協会

協　　賛
豊 岡 税 務 署
豊 岡 県 税 事 務 所
北 但 地 区 １ 市 ２ 町

印　　刷
岩　　見　　印　　　刷　　（株）

納税協会は
あなたのお役
に立ちます！！
税のご相談は
お気軽に

お越し下さい。

新温泉町立加藤文太郎記念図書館 
開館20周年から飛躍の年へ 

～あじはら小径や歴史ある町並みに囲まれた図書館～ 
　平成26年10月1日をもって、開館して20周年を迎えました。 
　記念イベントとして、漫画「孤高の人」（作者　坂本眞一氏）の原画展や記念講演会として、世界的
なクライマーである山野井泰史氏を講師としてお招きし、盛大に開催することができました。 
　開館以来、蔵書冊数も順調に増加し94,000冊を超える冊数となりました。 
　図書館の2階資料室には、加藤文太郎が愛用した登山靴やスキー等を展示しており、山岳図書閲覧
室では国内有数の山岳書をはじめ、貴重な山岳関係の図書を展示しております。 
　また、町内有志の方々が「加藤文太郎山の会」を結成し、南アルプス白峰三山の縦走や図書館と連
携したイベントなどを企画運営しています。 
　多くの図書館ボランティアのみなさんに支えられてい
るこの図書館で、今後も“加藤文太郎”を町の宝と尊敬し、
町の文化の中心となって加藤文太郎記念図書館を運営し
ていきます。 

・着任のごあいさつ（宮井計英氏・藤森清彦氏）  ‥２

・人事異動（豊岡税務署・豊岡県税事務所）  ‥‥‥３

・平成２７年度定時総会開催（納税協会・納税貯蓄組合）  ‥４

・簡単・便利なダイレクト納付  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

・税に関する高校生の作文募集  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

・白色申告の方の記帳・帳簿等の保存制度について  ‥７

・平成２７年兵庫県納税功労者表彰  ‥‥‥‥‥‥‥‥８

・個人事業税の納税について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

・ゴルフ場利用税・軽油引取税  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

・納税協会青年部会だより  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０

題
字
は　

文
学
博
士
・
謙
慎
特
別
会
員
・
毎
日
書
道
展
・
創
玄
展
審
査
委
員　

野
村
無
象
氏
揮
毫
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着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

残
暑
の
候
、
豊
岡
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
並
び
に
公
益
社
団
法
人
豊
岡

納
税
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
か
ら
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
深

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
七
月
の
人
事
異
動
に

よ
り
ま
し
て
豊
岡
税
務
署
長
を
拝
命

し
、
こ
の
た
び
着
任
い
た
し
ま
し
た

宮
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
署
管
内
は
、
大
阪
国
税
局
管
内

で
も
吉
野
、
田
辺
に
次
い
で
三
番
目

に
広
く
、
自
然
豊
か
な
、
風
光
明
媚

な
土
地
柄
で
あ
る
と
と
も
に
、
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

当
地
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
は
、

大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

税
務
署
長
と
い
う
責
任
の
重
さ
に
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、「
中
学
生
の
税
に

関
す
る
作
文
」
や
「
小
学
生
の
税
に

関
す
る
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集

な
ど
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
展
開

さ
れ
、
租
税
教
育
の
充
実
等
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
協
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
年

末
調
整
等
の
説
明
会
や
各
種
講
演
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
事
業

活
動
を
通
じ
て
、
税
知
識
の
普
及
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら

れ
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
、
税
に
携
わ
る
も
の
と
し

ま
し
て
は
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
、

徴
収
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
努
め
て
ま
い
る
と
と

も
に
、
各
種
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
、

税
務
相
談
や
税
務
手
続
に
お
け
る
利

便
性
の
向
上
な
ど
、
様
々
な
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
最
大
限
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
は
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
皆
様
方

の
ご
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

豊
岡
税
務
署
長

宮　

井　

計　

英

「マイナンバー制度」説明会開催のご案内 
お問い合わせ・お申し込みは 

TEL. 0796－22－3862 
FAX. 0796－24－2956

公益社団法人 豊岡納税協会 
日時：平成27年9月10日（木）　午後1時30分～ 
場所：豊岡市民プラザ　市民活動室Ｃ・Ｄ 

講師：豊岡税務署  担当官 

豊岡市大手町4-5 アイティ7階 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

盛
夏
の
候
、
豊
岡
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
並
び
に
公
益
社
団
法
人
豊
岡

納
税
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
は
兵
庫
県
行
政
と
り
わ
け

税
務
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
豊
岡
県
税
事
務
所
長
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
藤
森
清
彦
で
ご
ざ
い
ま

す
。
微
力
で
す
が
、
全
力
で
職
務
に

精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
前
任

者
同
様
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
兵
庫
県
で
は
「
安
全
な
兵

庫
」「
安
心
で
き
る
兵
庫
」「
多
様
な

人
材
が
活
躍
で
き
る
兵
庫
」「
産
業

活
力
あ
ふ
れ
る
兵
庫
」「
地
域
が
元

気
な
兵
庫
」
を
五
つ
の
柱
と
し
て
、

兵
庫
の
新
時
代
を
切
り
拓
く
施
策
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
但
馬
県
民
局
に
お
き
ま
し

て
も
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
知
名

度
・
魅
力
ア
ッ
プ
大
作
戦
の
推
進
、

新
し
い
農
林
水
産
業
の
展
開
と
し
て

国
家
戦
略
特
区
と
な
り
ま
し
た
養
父

市
へ
の
支
援
、山
陰
近
畿
自
動
車
道
・

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
促
進

等
、「
但
馬
の
誇
り
づ
く
り
」「
但
馬

の
産
業
づ
く
り
」
等
に
重
点
を
お
い

て
積
極
的
に
施
策
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十
七
年
度
当

初
予
算
の
県
税
収
入
は
、
経
済
の
回

復
に
よ
り
企
業
業
績
が
好
調
な
こ
と

か
ら
法
人
関
係
税
が
増
収
に
な
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、総
額
で
六
、九
九
八

億
円
と
前
年
度
を
九
四
八
億
円
上
回

る
額
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
復
興
を
進
め
る
た
め
、

約
一
兆
三
千
億
円
の
県
債
の
発
行
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
返
済
は
他
府
県

に
は
な
い
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
県
の
財
政
は
毎
年
度
、
収
支
不

足
が
生
じ
て
お
り
、
県
財
政
を
取
り

巻
く
状
況
に
つ
い
て
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

先
に
述
べ
ま
し
た
施
策
の
推
進
の
た

め
、
そ
の
財
源
と
な
る
県
税
収
入
の

確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
豊
岡
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
並
び
に
公
益
社

団
法
人
豊
岡
納
税
協
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
岡
県
税
事
務
所
長

藤　

森　

清　

彦
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七
月
十
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

統
括
官
以
上
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
転　

入
】

　
　

署　
　

長

　
　
　

宮　

井　

計　

英

　
　
　

（
庁　

大
阪
派
遣　

監
督
評
価
官
）

　
　

総
務
課
長

　
　
　

中　

村　

太　

一

　
　
　

（
庁　

大
阪
派
遣　

監
察
官
補
）

　
　

個
人
第
１
統
括
官

　
　
　

中　

野　

智　

之

　
　
　

（
奈
良
署　

個
人
第
４
統
括
官
）

　
　

個
人
第
２
統
括
官

　
　
　

若　

松　

紀　

宏

　
　
　

（
局　

課
税
第
一
部　

資
料
調
査
第
一
課　

主
査
）

　
　

法
人
第
１
統
括
官

　
　
　

髭　
　
　

久　

彰

　
　
　

（
局　

調
査
第
一
部　

情
報
技
術
専
門
官
）

【
転　

出
】

　
　

署　
　

長

　
　
　

西　

尾　

靖　

史

　
　
　

（
局　

調
査
第
二
部　
調
査
第　

統
括
官
）

２５

　
　

総
務
課
長

　
　
　

福　

田　

倍　

如

　
　
　

（
局　

課
税
第
一
部　

資
料
調
査
第
一
課　

総
括
主
査
）

　
　

個
人
第
１
統
括
官

　
　
　

田　

辺　

佳　

伸

　
　
　

（
城
東
署　

個
人
第
１
統
括
官
）

　
　

個
人
第
２
統
括
官

　
　
　

花　

光　

正　

博

　
　
　

（
天
王
寺
署　

個
人
第
２
統
括
官
）

　
　

法
人
第
１
統
括
官

　
　
　

高　

橋　

茂　

政

　
　
　

（
局　

総
務
部　

納
税
者
支
援
調
整
官
）

　

四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

課
長
以
上
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
転　

入
】

　
　

豊
岡
県
税
事
務
所
長

　
　
　

藤　

森　

清　

彦

　
　
　

（
北
播
磨
県
民
局
加
東
県
税
事
務
所
副
所
長
兼

　
　
　
　

納
税
相
談
室
長
）

　
　

副
所
長
兼
調
整
課
長
・
納
税
相
談
室
長

　
　
　

東　

末　

賢　

二

　
　
　

（
北
播
磨
県
民
局
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※お問い合わせは、豊岡納税貯蓄組合連合会まで（�０７９６－２２－３８６２）

小学生の「税に関する書道・
ポスター」募集

◆応募資格　小学生高学年（主に５年生・６年生）
◆課　　題　税に関するもの。題材は自由。
　　　　　　（例…税金・納税・申告・消費税・振替納税

など）内容が税に関するものであれば何
でも構いません。ただし、税関に関する
ものは対象外とします。

◆用　　紙　書道…半紙（白紙　縦３３．４ｃｍ×横２４．３ｃｍ）
　　　　　　ポスター…画用紙
　　　　　 　　（白紙　縦３８．０ｃｍ×横５４．０ｃｍ４ツ切）
◆提　出　先　所属の学校を経て、豊岡納税貯蓄組合連

合会へ
◆締　切　り　平成２７年９月１８日（必着）

中学生の「税についての作文」
募集　

◆応募資格　中学生
◆テ　ー　マ　税に関すること。題材は自由。
　　　　　　内容が税に関するものであれば何でも構
　　　　　　いません。
◆文　字　数　原稿用紙（４００字詰め）３枚
　　　　　　１，２００字以内（題名を含む）
　　　　　　※字数制限厳守。作文のはじめに、題

名・学校名・学年・氏名（ふりがな）・
性別を明記してください。

◆提　出　先　所属の学校を経て、豊岡納税貯蓄組合連
合会へ

◆締　切　り　平成２７年９月４日（必着）
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◆公益社団法人豊岡納税協会
　去る５月１９日豊岡商工会議所会議室において、豊岡税務署長をはじめ幹部の方々の来賓ご臨席のもと、

平成２７年度定時社員総会が開催されました。

　宮垣会長あいさつの後、平成２６年度事業報告および決算について慎重審議の結果、満場一致で原案ど

おり承認可決されました。

　また、３月２４日開催の理事会において承認された平成２７年度事業計画および収支予算についても併せ

て報告されました。　

　事業報告並びに計画
　平成２６年度の我が国経済は、雇用の改善など一部に明るさが見えるものの、消費税率引き上げ後

の反動から個人消費の回復が遅れ、景気に陰りが見える状況が長く続きました。後半に至って企業

間に偏りはあるものの、企業業績の改善や、景気をけん引してきた企業を中心とした従業員のベー

スアップなど、先行きに若干の明るさが見えてきたと言われておりますが、内需を中心に景気持直

しの動きには鈍さが見られる状況です。

　このような中、当協会は、健全な納税者の団体として、税知識の普及、適正な申告納税の推進、

納税道義の高揚を図るため公益法人としての事業を地道に展開してまいりました。

　平成２７年度においては、協会の財政基盤を安定させ事業を継続して発展させるためには、会員の

拡大が喫緊の課題であり、あらゆる媒体の利用と役員、会員の協力を得て取組みを強め、本会の目

的である納税道義の高揚と税知識の普及に努めてまいります。

◆豊岡納税貯蓄組合連合会
　去る５月２９日但馬地域地場産業振興センターにおいて、豊岡税務署長をはじめとする幹部の方々、

並びに豊岡県税事務所担当課長を来賓に迎え、平成２７年度定期総会を開催しました。

　福田会長あいさつの後、平成２６年度事業報告と収支決算、平成２７年度事業計画と収支予算につい

て慎重審議の結果、何れも満場一致で原案通り承認可決されました。

　総会終了後は、豊岡税務署長より「災害と行政」と題した講演並びに意見交換会が行われました。

　事　業　方　針
　昨年１２月、全国納税貯蓄組合連合会に対して国税庁から作文事業を中心に活動することが、納税

貯蓄組合の活性化につながるとする「納税貯蓄組合活性化ビジョン」が提案されました。

　当連合会では、従前から全国的に実施される「中学生の税についての作文」募集、兵庫県連で実

施される「小学生の税に関する書道・ポスター」の募集に重点をおいた活動を実施してきましたが、

本年も引き続いて実施してまいります。

　なお、消費税完納の街宣言やｅ‐Ｔａｘ普及拡大の事業等についても支援してまいります。

駅舎温泉「さとの湯」 御所の湯 柳　湯 一 の 湯  地 蔵 湯  鴻 の 湯  まんだら湯 
外湯めぐり

－宿泊のことならなんでも－ 

城崎温泉旅館協同組合 
〒６６９‐６１０１　兵庫県城崎温泉湯島７８　　０７９６‐３２‐４１４１　URL  http://www.kinosaki-web.com/

今年の夏も 
イベント 
盛りだくさん 

温泉街の 
夜空に 
夢花火満開 

公益社団法人豊岡納税協会・豊岡納税貯蓄組合連合会

平成２７年度　定　時　総　会　開　催
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決　 算　 書 ・ 予　 算　 書

（注）平成２７年度予算において、上記以外に資産取得資金の当年度分積立
てとして、次のとおり計上している。

会館建設等積立資産　３０５，５００円

公益社団法人　豊岡納税協会 （単位：円）
平成２７年度予算額平成２６年度決算額科　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　（１）経常収益

２，８００２，８２０　　基本財産運用益
８，６００８，８５１　　特定資産運用益

６，８９０，０００６，９４８，９００　　受取会費
３７５，０００３７９，３９５　　事業収益
７，７２９，０００７，３７８，９６０　　受取助成金
２００，３００２１８，３１７　　雑収益

１５，２０５，７００１４，９３７，２４３　　　経常収益計
　（２）経常費用

１２，５９７，３００１２，６６４，２８２　　事業費
２，３５１，４００２，３２２，０６３　　管理費
１４，９４８，７００１４，９８６，３４５　　　経常費用計
２５７，０００△　　　４９，１０２当 期 経 常 増 減 額

２．経常外増減の部
　（１）経常外収益

００　　　経常外収益計
　（２）経常外費用

００　　経常外費用計
００当 期 経 常 外 増 減 額

２５７，０００△　　　４９，１０２税引前当期一般正味財産増減額
８２，０００８２，０００法人税、住民税及び事業税
１７５，０００△　　１３１，１０２当期一般正味財産増減額

３５，１１０，４００３５，４４３，５８８一般正味財産期首残高
３５，２８５，４００３５，３１２，４８６一般正味財産期末残高

Ⅱ指定正味財産増減の部
１００７０　　基本財産運用益

△　　　　１００△　　　　７０　　一般正味財産への振替額
００当期指定正味財産増減額

２８３，６００２８３，６００指定正味財産期首残高
２８３，６００２８３，６００指定正味財産期末残高

３５，５６９，０００３５，５９６，０８６Ⅲ正味財産期末残高

豊岡納税貯蓄組合連合会
（単位：円）一般会計

平成２７年度予算額平成２６年度決算額科　　　目
【収入の部】

１６０，０００１６０，０００県 補 助 金
３０，０００３０，０００市 町 補 助 金
６６，８００６６，８００県 連 助 成 金
２００，０００２００，０００会 報 協 力 費
３０，０００３０，５１９事 務 補 助 金
６，４５５１５７雑 収 入
２５０，００００特 別 会 計 繰 入 金
１２０，７４５２４８，２４９前 期 繰 越 金
８６４，０００７３５，７２５収 入 合 計

【支出の部】
５０，００００会 議 費
７０，０００６３，４９４表 彰 費
３４０，０００３２７，３４８会 報 発 行 費
１２０，０００１０５，３７６報 奨 費
１０，００００女 性 部 活 動 費
１０，００００研 修 費
１０，０００３，４９４印 刷 消 耗 品 費
４０，０００２０，０００旅 費 交 通 費
２０，０００１４，２６８通 信 費
５０，００００助 成 金
８１，０００７１，０００負 担 金
３０，０００１０，０００渉 外 費
２０，００００雑 費
１３，００００予 備 費

０１２０，７４５次 期 繰 越 金
８６４，０００７３５，７２５支 出 合 計

平成２７年度予算額平成２６年度決算額科　　　目
５００，０００５００，０００前 期 繰 越 金
２５０，００００一般会計に繰り入れ
２５０，０００５００，０００次 期 繰 越 金

（単位：円）特 別 会 計

簡単・便利なダイレクト納付 
インターネットを利用できるパソコンがあれば、インターネットバンキング 
の契約がなくても納税手続ができます。 

1. 
2. 
3. 
4. 
5.

即時または期日を指定して納付することができます。 
税理士が代わって納付手続を行うことができます。 
納付手続がクリック操作だけでとても簡単です。 
源泉所得税の納付税額が0円の場合も利用できます。 
納付書が不要です。 

【主な利用可能金融機関】 
・但馬信用金庫 
・三井住友銀行 
・みなと銀行 
・兵庫県信用組合 

（平成２７年６月現在） 

・但馬銀行 
・山陰合同銀行 
・鳥取信用金庫 
・ゆうちょ銀行 

ダイレクト納付による納税手続について 

こんなに便利です！ 

6. 
7. 
8. 
9.

雪の日も安全です。 
急な雨にも外出先から洗濯物の心配がいりません。 
車で外出しないのでエコです。 
混んでいる金融機関に行かずに納付完了！ 

さらに… 　ダイレクト納付では、事前に税務署へ届出等を
しておけば、e-Taxを利用して電子申告等又は納
付情報登録をした後に、届出をした預貯金口座か
らの振替により、簡単なクリック操作で納付する
ことが可能です。 

　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。 
　利用開始の手続、利用時間、パソコンの環境、e-Taxソフトの操作方法、よくある質問（Q&A）
など、e-Taxに関する最新の情報についてお知らせしていますので、ご利用前にご確認ください。 

【問合せ】 豊岡税務署　管理運営・徴収部門　TEL.0796-22-2104
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第54回　「税に関する高校生の作文」募集　

◆応募資格　高校生

◆テ　ー　マ　税に関すること

　　　　　　税に関して自分で思ったこと、考えたこと、体験したことなど何でも結構です。

　　　　　　（例）・税について学習したことに関する意見や感想

　　　　　　　　　・税務署や公共施設などを見学したことがあれば、その体験や印象など

　　　　　　　　　　（例示にとらわれる必要はありません。）

　　　　　　　※応募作品は本人が創作したもので未発表のものに限ります。

◆応募点数　１人１編

◆文　字　数　８００字以上１，２００字以内

　作文の冒頭に題名、氏名、学校名、学年を、末尾に応募者の住所を記載してく

ださい。（学校を通じて応募する場合は、住所の記載は必要ありません。）

◆提　出　先　最寄りの税務署に提出してください。

◆締　切　り　平成２７年９月４日（金）必着

◆表　　彰　優秀作品には賞状と記念品を贈呈します。

◆発　　表　優秀作品は、都道府県名・学校名・学年・氏名とともに国税庁ホームページや国

税当局が作成する広報誌等に掲載するほか、報道機関等に資料を提供するなど、

広く発表します。

◆著　作　権　作品は返却いたしません。作品の著作権は国税庁に帰属します。

【問合せ】豊岡税務署総務課（�０７９６－２２－２１０１）

　年末調整説明会を次のとおり開催します。 
　源泉徴収義務者の方々は、是非ご参加
ください。 

◆開催日程 

【問合せ】 
豊岡税務署法人課税第１部門 
�０７９６－２２－２３４４（源泉担当） 

日　　時 

１１月１７日 
（火） 

午前 
午後 

但馬地場産ビル２階 
　　　　　多目的ホール 

１１月１８日 
（水） 

午後 
新温泉町浜坂多目的集会 
施設２階 

１１月１９日 
（木） 

午後 
香住文化会館３階 
大集会室 

場　　　所 

　平成２７年度の改正点を中心とした法人
税法等の説明会を次のとおり開催します。 
　法人の経理を担当される方々は、是非
ご参加ください。 

◆開催日程 

【問合せ】 
豊岡税務署法人課税第１部門 
�０７９６－２２－２１５９ 

日　　時 

１０月２０日 
（火） 

午後 
但馬地場産ビル２階 
　　　　　多目的ホール 

１０月２１日 
（水） 

午後 
新温泉町浜坂多目的集会 
施設２階 

場　　　所 
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白色申告の方の記帳・帳簿等の保存制度について 

※これまでの記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分、あるいは前年分の事業 
　所得等の金額の合計額が３００万円を超えた方です。 

　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行うすべての方です。 
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。 

個人の白色申告の方で事業や不動産貸付等を行うすべての方は、平成２６年１月 
から記帳と帳簿書類の保存が必要です。 

相続税の基礎控除引き下げについて 
平成２７年１月１日以降に相続又は遺贈により取得する財産に係る基礎控除額が 
引き下げられました。 

平成26年1月からの記帳・帳簿等の保存制度 

●対象となる方 

　収入金額や必要経費に関する事項について、取引の年月日、相手方の名称、金額や日々の 
売上げ・仕入れの合計金額等を記載します。 
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、 
簡易な方法で記載してもよいことになっています。 

●記帳する内容 

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求 
書・領収書などの書類を保存する必要があります。 

【帳簿・書類の保存期間】 

●帳簿等の保存 

保存が必要なもの 保存期間 

7年 

5年 

5年 

帳簿 

書類 

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 

決算に関して作成した棚卸表その他の書類 

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類 

問合せ 豊岡税務署個人課税第１部門　TEL.0796-22-2144（記帳指導担当） 

問合せ 豊岡税務署個人課税第2部門　TEL.0796-22-2150（資産税担当） 

【改正前】 【改正後】 

5,000万円＋ 
　（1,000万円×法定相続人の数） 

3,000万円＋ 
　（600万円×法定相続人の数） 
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平成２７年 兵庫県納税功労者表彰 
　去る５月２９日、兵庫県公館において、平成２７年の納税功労者知事表彰が行われ、但馬地域

からは下記の方々が受賞されました。 

　納税の重要性に対する深い認識のもとに、常に適正な申告と納期内納付を続けられ、もっ

て地域住民の納税意識の育成・高揚並びに納税秩序の確立を図られる等、納税を通じて県政

の推進に大きく寄与された功績が認められての受賞となりました。 

　ここに受賞者の栄誉をお祝い申し上げるとともに、今後ますますの御繁栄をお祈り申し上

げます。 

【法人納税者】 

サンキョー株式会社 
豊岡市昭和町４‐２２ 

（代表取締役社長　民野 浩司 氏） 

【法人納税者】 

豊岡エネルギー株式会社 
豊岡市三坂町６‐５７ 

（代表取締役社長　古田 和博 氏） 

個人事業税の納税について 個人事業税の納税について 
個人事業税は、所得税・住民税とは別に、個人で事業を行う方に課税される税です。 

昨年度から納付書の送付方法を変更し、第１期分と第２期分の納付書を８月にまとめて 

送付しています。 

最寄りの金融機関、または県税事務所で期限内にお納めください。 

また、納税には便利な口座振替制度もぜひご利用ください。 

口座振替納税を利用されますと、 

　　・現金を扱いませんので安心です。 

　　・納期限を気にしなくてすみます。 

　　・納税のために金融機関等へ出かける手間が省けます。 

　＊口座振替のお申し込みは金融機関、県税事務所で受け付けています。 

【お問い合わせ先】但馬県民局  豊岡県税事務所  課税第１課　�（０７９６）２６－３６２８ 

納期限は 

となっています。 

第1期分 

第2期分 

日（月） 

日（月） 

8月31
11月30

はばタンからの 
お願いです。 
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軽 油 引 取 税  軽 油 引 取 税  

■納める人 

バイオディーゼル燃料を取り扱う皆様へ バイオディーゼル燃料を取り扱う皆様へ バイオディーゼル燃料を取り扱う皆様へ 
不正軽油は、 
　作らない！ 売らない！ 
　買わない！ 使わない！ 

　ゴルフ場を利用した人がゴルフ場の経営者を通して納めます。 

■納める額 
　ゴルフ場利用税の額はゴルフ場の規模、利用料金等を基準とし
て、一人一日当り３００～１，２００円となっています。 

ゴルフ場数 

　日本のゴルフ場第１号は明治

３６年５月２４日オープンした神

戸ゴルフ倶楽部で、現在県内に

は１６８ヵ所のゴルフ場があり、

日本第１位です。 

（平成２６年１２月３１日現在） 

■市町への交付 
　ゴルフ場利用税の収入額の１０分の７は、ゴルフ場利用税交付
金としてゴルフ場が所在する市町に交付され、地域振興を図るう
えで重要な役割を果たしています。 

�軽油引取税は、ディーゼル車などの燃料である軽油を購入した人に課せられる県税で
す。税率は、１リットルにつき３２．１円です。 
�農業や漁業などの用途での使用については、軽油引取税が免税になる場合があります。
（平成３０年３月３１日までの特例措置） 
�製造軽油（灯油等を混和して製造した軽油）や重油・灯油などを自動車の燃料として
使用した場合も軽油引取税が課税されます。 

�不正軽油とは、知事の承認を受けないで灯油等
を混和して製造した軽油であり、不正軽油を自
動車の燃料として使用すると 

　「軽油引取税の脱税行為」 になります。 

バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）に軽油等を混和し、製造・
販売・消費する場合、軽油引取税の納税義務が生じるこ
とがあります。（製造等の承認も必要となります） 

＊混和後の燃料の区分については、地方税法第１４４条第１項第１号の
定めに基づき、燃料の成分や比重等により区分します。 
＊本県独自の措置として、登録を受けた業者が製造したＢ5軽油の
BDF相当部分（B5軽油の5%以下）の引取りに対しては、軽油引取税
を免除します。（B5軽油の引取りが平成２６年４月１日から平成３３年３
月３１日まで、行われた場合） 

■非 課 税 

　次の人にはゴルフ場利用税は課されません（該当する旨の証
明がある場合に限る） 
　①１８歳未満の人、又は７０歳以上の人　　　②障害者 
　③国民体育大会参加選手の同大会ゴルフ競技としての利用 
　④学生、生徒、教員等が学校の教育活動としての利用 

ゴルフ場利用税 ゴルフ場利用税 は県や市町の貴重な財源です！ は県や市町の貴重な財源です！ は県や市町の貴重な財源です！ ゴルフ場利用税 

軽 油 引 取 税  

ＢＤＦと軽油引取税について 

ＢＤＦと混和 
する燃料 

無　し 
（ＢＤＦ１００％） 

軽油・灯油・ 

重油等 

混和後の 
燃料の区分 

＊ 

軽　油 

軽油以外の 
炭化水素油 

― 

すべての用途で課税対象 

自動車用燃料として販売・ 
消費した場合は課税対象 

課税対象外 無 

有 

無 

無 

無 

有 

無 

無 

有 

課税の可否 
地方税法に基づく 
承認を受ける義務 

販売 消費 製造 

燃料油の種類 

軽い 

重い 

重油（Ａ重油） 

軽油 

軽油 ① Ａ重油や灯油等 

灯油 

ガソリン 

原油 

不正軽油（製造）の主なパターン 

揮発 
油税 

軽　油 
引取税 

Ａ重油や灯油等 不正軽油 不正軽油 ＋ → 

Ａ重油 ② 灯油 灯油 不正軽油 不正軽油 ＋ → 

Ａ重油や灯油等 Ａ重油や灯油等 

（製造以外の例） 

自動車の燃料として 
販売・消費 ③ 

排出 

薬品等 薬品等 混入 

硫酸ピッチ 硫酸ピッチ 

【お問い合わせ先】但馬県民局 豊岡県税事務所 課税第２課  �（０７９６）２６‐３６３０ 
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役　員　名　簿 （敬称略） 

部 会 長 

副部会長 

　 〃 　 

幹　　事 

　 〃 　 

　 〃 　 

　 〃 　 

　 〃 　 

　 〃 　 

（豊岡　北但自動車㈱） 

（出石　㈱田中屋食品） 

（豊岡　サンキョー㈱） 

（豊岡　藤井電気㈱） 

（豊岡　マルシン文具店） 

（日高　神鍋石材㈱） 

（出石　㈱出石モータース） 

（城崎　㈲弁天荘） 

（香住　㈱太陽舎） 

長田　通明 

田中藤一郎 

民野　浩司 

藤井　康人 

浮田　喜弘 

太田　義人 

榮木　健二 

垣谷　泰司 

安田　優二 

納税協会青年部会だより  
★平成27年度 部会総会開催 

★新入会員のご紹介 

部会長就任のごあいさつ 

北但自動車㈱ 
長　田　通　明 

　去る５月２７日HOTEL KOSHOにおいて、豊岡税務署長をはじめ幹部の方々並びに公益社団法
人豊岡納税協会長を来賓に迎え、平成２７年度部会総会が開催されました。 
　由利部会長あいさつの後、平成２６年度事業報告及び収支決算報告、平成２７年度事業計画及び
収支予算報告について慎重審議の結果、満場一致で承認可決されました。 
　本年度の主な事業計画は、次のとおりです。 
　　＊研修会 
　　＊北近畿ブロック青連協 交流・研修会（舞鶴市） 
　　＊第８回「青年の集い」淡路・播磨大会 
　引き続き任期満了による役員改選が行われ、新部 
会長に北但自動車（株）の長田通明氏が選任されま 
した。新役員の方々をご紹介いたします。 
　総会終了後の意見交換会では、エネルギッシュな 
部会員の熱気があふれる中、異業種の方々と親睦を 
深めてお開きとなりました。 

　この度、平成２７年度から２年間、青年部の部会長を務めさせていただくこと
になりました。よろしくお願いします。 
　現在、経営環境はスピードを増して変化しています。そんな中、情熱をもっ
た元気な若手経営者や経営幹部が集う青年部会は、異業種交流の場として、税
を通じ互いに経営を学び、夢や悩みを語り合う場として、新しい発想、事業展
開に繋げています。 
　また、地域の税の啓発活動として、子供達を対象とした「租税教室」の開催
など、税を通じ青年部から地域へと元気を発信出来ればと考えております。 
　青年部は新しい仲間を募集しております。人脈と交流を広げるチャンスです。
一人でも多くのご入会をお待ちしております。 

　青年部会に２名の新会員が入会しました。どうぞ、よろしく！！（敬称略） 
　　豊岡　峰高 秀和（兵庫視聴覚通信㈱）　　 森脇 将人（㈲シゴーニュアイ・エス・エム） 


